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　ハモの分布ぱ，本州中部以南から東印度諸島を経て紅海にいたる温帯及び熱帯に広く分布していることが

知られており，支那東海の底曳漁場を始め沿岸水域でも見られるQ瀬戸内海では紀伊水道等の東部水域及ぴ

伊予灘等の西部氷域で漁獲されているo酋国の犬平洋側土佐湾では相当多獲されて以東底曳漁業或は延縄等

の漁獲対象となっており，この魚種が一般には外洋性である点等から云っても・内海で漁獲されるハモが外

海の資源と関係のあることは当然考えられる，内海で漁獲iされるハモはf才から4才位まで潜多く10才は

獲れず5才以上も少い，然し内海で漁獲される魚類の中では高年魚に入る魚覇と云わねばならない。叉内海

で一般に見られる魚種の中で外海と関係の齪いものは，内海に産卵場を求めて入り込む場合が多い様に考え

られるが，この魚種の場合は逆で産卵水域は外海に在る様で，その点でも特異な魚種と云えよう。

　　　　　　　　　　　　　1・分布と洞游
　1951年7月から1952年7月までの試験操業に於ける漁場別一網平均漁獲尾数を1・1表に求めたo又各月

り体長（肛門長）の度数分布を1●　　第1・1表　一網李均漁獲尾数　（カッコ内は網数）

1図に求めたo之等によって分布状

況及び洞游について述べるo

　I951年7月：この魚種の産卵期と

考えられるが，徳島外城に最も多く

水道が之に次ぎ，大阪湾及び播磨灘

で少数獲れたo外域と水道はモード

200～2【0㎜，紛r949箪級が主で1950．

年級もみられ，水道では500肌㎜以上

の高年魚も見られた，団大阪湾ではモ

ード16q～170肌mの1950年級が主で

あったo
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，1・1・1図　月別漁揚別体長（肛門長）度数分布
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　9月；abロ1ねロceの最大は播磨難に移り，水道ではア月に続いて多獲されたが外域では少くなる，播磨灘

は150－200・一の50撒49鰍力乳茸畝離勲少い，1一趣湾琳轡購嫡るが・縄ではその他に48

年級も相当見られたo

　　　　　　　　　　　　　　　j　l／　　　　　L－

　　　　　　　1・1・2図

　　　】951－9月

　　　　播磨灘

．大阪澄
・200 ・300・、 尋OQ ・～0σ』、’。

・緯伊水道

．＜外域（徳島側）、

．．一
　I　l月＝播磨難では少くなり5月に1尾獲れるまで冬場は獲れなかった。大阪湾はむしろ増加し200船m前後

の50羊級が主である。水道，外域共に此の月から少くなり5月までは殆んど獲れない。
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1952脚月・壌の脈は蠣撚弊極く蝉筋る鞘現も・』離群の鵠カミ炎静・
　6月＝産卵期は大体この月から7月中に及ぶと見られるが，内械は少く外域と水道マ少数見られた0

　7月＝年間を通じて最も多獲された月で，外域と水道に多く・大阪湾でも多玲。いづれもモード200’一210

㎜㎜の50鞭と260～28瞬の49年級が多くこの纏約30隔の48鞭や【7鰻勲那951鞭覗られる・

以上鱒騨解罐卵期ζ遡て匹るβ・7月に幽弊麩産彌癬で彿れると動れている
事と一致してい畜る産卵期を過ぎるとlabuadanceの中心は内域に移り9月には播磨！難で最大になり，目月

には大阪湾で最大となり1月には見なくなる，この内域への測游は索餌泪游ども云窓るだろうσ冬期になる
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と∫繊から殆んど魏消し・轍で砂く舳越冬繊は調査撤姫あると思棟る・

葺　　　　2生殖．腺・産卵・　　　　　．』’、　驚
御旧期の雌はその卵巣円郷で・成熟群と麟しな畔に別け得る事湖らかにし堺聖成熟群の曝

昂熟卵の出現によつて産卵期倒回水域を推定し，再に群成鰻弊及鵬，翻ド．

　、i、2・1卵裡ず　　　　　． 　　　　q潅機レ
おモの卵巣薩卵期には相当肥大しその後端は肛門樋力鞭方に及び・成熟確度によるが・卵麟

雛で3伽級ぶ・卵巣内の卵径分龍求めるた郷1952年7月19駄阪灘灘され裡長58・一ヂ
肛的長22％肌卵巣重量17助脊椎骨数150の卵栄について・次の方法で卵径を調べた。，左右の卵単葉を長さ霊

墜分し・知RI2R礼7’…Rlo・L・1み…’Llo，としその各ブロ”から断層状に卵巣の榔を噸
桝その部分について，投影機にて2e簡に拡矢して卵律を測定㌧たo

　脚堺欝騨の部分襟輝鞭杢隅悌んど認めら漁衿・盈故卵径醐1題糊陳の講分の
観察で或る程度まで信頼出来る卵径が推定出来るものと思われる。2。1・2図は生殖腺重量（G・W・）と体

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一109一・



重（G・W・）を対数目盛のグラフに画いたものであるが7月には大体G。W・の大きい群と小さい群に別れ

る事が認められよう。このG。W・の大きい群をM群小さい群をm群とし，両群から計14個を選んで卵

径を測定したo
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　2・1・3図はその卵径（×20）度

数分布であるが，（1）～（4）はm群か

ら（5）～（鴎はM群からであって，m
ミ

群では卵径分布は単調で5鵬窺以

1止は殆んどなく　1～3物㎜に集中

繭である。之に対しM群では分布

膨に変化が多く，成熟の度合に応

夢て10～20㎜瀦の間にモードがあ

紳，踊m以下の卵はその間隙に

見られる程度であったo　（M群の

，榊5瀧鵬以下の卵数醐定瞬

かっ淘即ちN群・m群は卵径の
∫1点で棚ら旅区別出来ると卑

みう・m群の（41騨群に近瞭
舛あるが，この度数分布からも未

熟の卵子の中の一部が成長してM

群に移って行く初期状態を示して

渉るとオえよう。

1叉M鞭は（i2耽見る灘＿

蔀分を取り残した形で或る部分の

みが成長している，この状態は（7）・

・k9）・（II）？（『3）等でも見られ卵

径から云って2つ群に分れつつあ

るものと思われるo（12）では両群

は完全に分離してしまクており25

蝋以上の卵群は完熟していると

思われる透明卵であったoこの2

ゆに分れた卵径群はその成長速度

が異っていると思われ両者の聞隔
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拠るの囎なく何回か紛紅行棟ると考えられを・（12似外の個鞭は翻卵を懸かったが，当

然産卵に関係あるものと見て良いであろろo叉それと反対にm群は年令から云っても相当高年魚が含まれて

いるが蔽には産卵に関係しないであろう・2・1・2匙紛る灘このM群細現するのは5・6・ア月

であり7月に最も著しく他の月にはm群の状態即ち未成熟の状態であるo
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生殖腺重量から分けた2群の地理的分布を見ると2・尽4図（I　l5頁）はM群の水域別百分率であづて内械に低・く
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2・1。3図　卵径度数分布

195】一7月　蛋O
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　先に卵巣の両葉を長さで旧等分して卵巣内の卵

径分布を求めたが同じ材料で各ブロツクにつき

r∬，・当り卵数を重量法に鉄り求めた所2・2・1図

の様な結果となり部位による傾向的な差は無いと

考えられる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
　5・6・7月の成熟（M）群（5月：5個・6月；5個。7月：8個）計18個に就いて卵巣内卵数を重量

法によめ求め，2・2。2図にその抱卵数と年令，体長，体重との関係をプ・ットしたo何れも大体直線的

な関係にあると云えようがその中でも体長との相関が高い様で“Fultonの法則”に従うものと云えよち。
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2・2・2図　抱卵数と年令，体長，体重の関係』叉
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a、1ceと逆の関…系にあるが，一之は，2。3・3図の様に低年魚にはδが多く高ギ漁には？が多く，然も夏の

ユbu曲nc睦灘し輝るものは，2究脆主とす鞭年鞭あ赫らこ鱒果になっているものと思わ

れるα

　　　　　　第2・3。1表　（♀／δ十♀）の百分牽
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　先に得た生殖腺重量一体重の関係で瓢群とm群に分けたがN群に属するものを成熟個体，然らざるものを

未成熟個体とし，7月以外の月もこれにならって分けて，雌雄別月別平均成熟率を求めると，冬期に成熟度

・は0％に落ち夏期に上る，雄では，5・6・7月が最も高くこの期聞が生殖期と分るが，雌の場合は5月が最
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l

となり6。7且はむじろ下疹ている，之は一見奇異の感を与えるが，年令別群成熟度を1952帯7月の資料か

ら求めると（2・3・2表）．，雄は1才で既に約3う％が成熟群に入り2才・3才と高い群成熟度を示穿が雌の，場合

は3才で始めて50％を超えることが分る，而して前述の様に6・7月のabmdaaceを決定するのは主に若

年の2・3才であるため，雌では群成熟度の低い群の添加のため全体としては落ちる訳で，雄の場合の様に

若甲魚で既に高い群成熟度を示す場合と当然異った効果を与える事が考えられるoかくして雌の7月の群成

熟度は見かけ上，雄よりは低いが雄と共に産卵期にあるものと見て良かろうo（2。3・2図，2・3・3図）

2。4　産夢旧其月o蕨夢日水域

　卵径度数分布を見るとBI群では殆んど【0～20㎜船（×20）であり水域での差は見られない様である，然し

卵が鯨々熟して透明になるのは25脚昂（×20）を越えてからであって，この透明卵は1952年7月の雌の卵巣

計88個の中1個体であり，徳島外域で鶴られたもののみであったQ熟卵から透明な完熟卵に進む過程につい

ては分らないが，卵径から見れば7月の徳島外域が，産卵期にそし零又産卵水域に最も近いと云えようQ

　I952甲6月・7月の水域別群成熟度（2・1。4図）からも外域が最も高く産卵水域に最も近い事が予想

された。

　以上産卵期及ひ産卵水域についての推論から，産卵期は5短8月頃でその中でも7月頃が最も盛んで，又

産卵水域としては，外域特に徳島外域が考えられる。ここで注意される点は産卵期とされる7月に成熟雌が

少くなる点であるが，之は産卵習性と関係があるのではなかろうかo

　　　　　　　　　　　　　3・年『令　　査　　定

　脊稚骨椎体に現われる輪紋数をルーペ或は投影機を使用して算定し年令を査定したoこの魚種の場合，輪

紋はむしろ明噴であって，輪数の算定は容易であった，然し，初輪が明瞳でなく第2輪から算定出来る個

体，或は第3蛤以後が二重輪形成と観察される場合が少数あらたo

　先づ，輸紋形成の時期であるが，輪紋数算

定の際最外輪と椎体外縁が殆んど密接した個　　　　　3・ユ図・輪紋形破直後の個体の割合

、体の割合をとると，3。1図を得る，即ち，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’oo
5月には輪紋形成直後の個体が殆んどであっ

て，7月にはその割合は下るβ1月には更に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3
低下して形成直後の個体は稀になる事が分
一
る
o この図からも，輪紋形成はI　I月から5月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6までの間で，大体3。4月と見て良く輪紋は

年輪と見て良いだろうo

　ここで問題となる点は，輪紋を一個持つ年　　　　40

級群の平均全長が雌雄共に7月で47舗㎜に達

しているノ即ちこの1群を1才とすれぱ満1年　　　　20

でこの全長に達することであるQ一方2輪群　　　％

以．．ヒの1年間の全長の伸びは100伽η前後であ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月＿　　 7　　　　　．”るから，上の値は過大の様にも、誤われる，然

し，この魚種の場合でも低体長群で獣成長の良いものから獲られる事は明かであり，又ホシエソ等の場合に

も有った様に0才時の成長の大きい点或は成長の良い群と悪い群の差の激しい点を考えれぱ，この1才群も

有り得る事とも思われるo一応この群を1才として3・2図に年級別・性別体長度数分布を求めた。叉犀令

査定を行った・5月・7月川月について年令組成を求めると，次の表を得る。
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　尾数
5月　％

　尾数
7月　％

　尾数
Ir月　％

才

39
12・4％

　15
37。5％

2　　才

8
35％

170

54・1％

16

40％

13才
5
22％

　76
24・2％

　8
17・7％

4　　才

2
8。0％．

25
8．0％

　6
13．3％

旨才
3
13％

　1

0．3％

佑才
3
13％

2
0．6％

け才
2
8．0％

0。3％

　之によると2才魚が最も多く高年になるに従い少くなリン1才魚は5月には無く7月・l　I月と増加してい

て漁獲され、る群へ新しい添加が行われていると，見られようo

3・2図　年級別性別体長分布

51年級｛

50年級

7月

n月

5月

7月

1

圃

雄

雌 1
雌

雌
雄

雌
　
　
　
　
　
　
　
雄

雌

雄

雌

｝
雄 1
雌 1一40D 500

11∫；

5月

7月

7月

雄

雌
雄
’

1
雌
雄
孔雌

雄一

泄

600 70D 800

要　　約

　以上，中聞的に得た知見を要約をすると，（1）内海東部のハモ資源は，外域の資源と一体であると考え

　られ，主群は夏から秋にかけて内域へ入り込み冬期には調査水域外の外域へ去るQ　（2）産卵は7月を中

　心として行われ，その水域には徳島外域が一番近いだろう。　⑧　年令から云えば2才魚が最も多く高年

　魚は段々少くなり7才魚まで獲れた5新しい添加群は，1才のア月以後に見られるo

最後に適切な御指導と御校閲を賜った花岡資所長・福田嘉男技官，並に終始懇切な指導を賜った林知夫

・川瀬実両披官に感謝致します。

参考分献　　　木目刀1●力口藤，

　　　　　山本孝治，

　　　　　山本喜一郎，

1937

1948

1953

魚類の年令査定1・1

ワカサギの抱卵数について

海産魚類の成熟度に関する研究（1）

日・氷・誌。7・2

日・水・誌・13・4

北・水・研・報。第8号
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頁

9

13

i8

22

23

24

グ

ケ

〃

〃

〃

25

ケ

〃

〃

〃

26

グ

〃

グ

〃

33

〃

34

35

37

39

41

ケ

〃

50

f／

54
グ

61

〃

70

行

・Table6陶暴
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Fig9の説明
摘要14上［

上20。、

上・3

上i6

上17

上18，21，23

上19

上20

上22

上18

下凶

下8

〃

下7

上14’

上19

上20

下21

下目

上7

下l

Ll2
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第1・2図

上3

上6

〃

上12

上16－

下6

調
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然し厳密さが

西海区水研の報告

月別性別背椎骨度数分布
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』
モ ード1『σ

の50年級

高年魚も割合

形成れる

便噸主

RIR

ミッェソS餌rida　elogataについて

漁獲尾数（第一表）

麦那東海黄海の底曳網漁業と
其資料
　　一筆原晃

正

0

揃ature

異にする

営違反船『

季節酌

（H・・tt翠yn）

（∫ordan etThompso11）
（Tじ面マcketScね1ege1）

てRiζhardson）

『（Bloch）

　　　ぴ（Foγ鉢詠1）
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（脚a唾Th・m画）
ーぐBlo¢h）
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、』（麺蝉cketSc証1egel）

（丁曼m鱒cketSchleg⑳
斑・群才群

香坦県の桝網菅
菅田中小治郎，1952，昭和26年度東讃・
海区春桝網タイ漁況の変動原因調葦報
告，香川県水産試験場事業報告
　　　の（晦ska1）

　（Te皿mincketSchlegel〉

S一．　tu由bil

記婁・

然し更に厳密さが、

西海区水研，以西底魚資源調査報告，
Ig51．

月別性別背椎骨数度数分布

Saurida　hndosqua痴is

モードげσ

の’50年級

高年魚の割合も

形成される’

、便宜上

R！R7
　ミツエソ　Saurida・elongata
　曳Temm至ck　et　Schlege1）

漁獲尾数（第一表40頁参照）

：支那東海黄海の底曳網漁業と
其資源

　　一笠原昊



みP

頁

75

ケ

〃

76

78

伊

79

〃

グ

ケ

81

82

ケ

ケ

4

83

85

ケ

ツ

ケ

〃

〃

86

〃

ケ

87

グ

ク

88

ケ

〃

ケ

グ

ケ

89

〃

〃

行

上4

上4

上旧，

上I
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Table　I2説明

Table　l3最右行

誤

　　ノペ
Scia　enidae

N蓋bea　aYgeRta　　a

　　　　　　〈r産卵群について

意味ずけ

1952－1月
　！951－6月

20謝も少さく分解した成分では，
　これほ更に　合月におい

Ei重5P　〈『
．『蓼麹に
〆
r
咳
果 の巾がみられるのとナ
　ム　　　　　　　　　　パ

遡臥鵡
反影

・福瞬墜，

ぢ1詞．8レ

磯～世L）3

’識貯範囲砺加る塑と’F’
皮影

．擁灘取上げたもの學r、

’鎌鱒巴鞭
　』諺予想貫れ垂発生後は…

．蒸譲雛　一

・麟讐灘警の検出吻
　∫・平均漁獲　数…

　　　　　ハ　妙くとも（Figi）にかがげた｝

a）月，。海区

、櫓群諺均遜が…

、局海区・

背鰭軟条数の一平均値

平均値ヵ曳25．5以＿L

未々の肇　．

季鰍、l　l
　！欄外）

　・体重による…

　（シ・グチr951年級’5ピ年1月）

竺る三と（Tablel2）

性比

γ

正

　Sciaenidae

　Nibea　argentata
　　　　　　　噌　　　

、　．

　産卵i群に影いて

　意昧づけ

　1952－3月・

　195i－l　l月

　20nm少ざくL分解した成碕では’

こ魂轄II・⊥脈紳
，Eig5

冬弊…．

　匹に変動巾力珂成みられるのζ，
　　びず　い　　　　　　　　　　　　　　　　　べ　

判断し癒。

　反映

　個体遜き
βh？・ラ，工

GW！（Tみ）3

　可邸噂囲堕翻のとr
反墜　　、・

、r舞こ鞭上げ届鱒
7多様怪隼罵満度

　と予想登．れ発生後は…

，鷺篶誰包は．．．

　トル、

　平均漁獲尾数
　　　　一　トル

　「月海区」
、．魚群の均貿墜力｛…

　需海区」、

　背鰭軟条数の平均値

．平均値潜25、5以下

　夫々季

季節ド4和
｛轟翻月・騨6・7月は｝

　．・体長による…

　（沖グテ隔鞭’警明）
一作るとITablel2）

　涯「比
　9（％）
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　　56
　　56
　　55
　　60
　　62
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下3
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　〃
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下r2’

下7

上5

上19・
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鋤図体長目盛
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（題目）
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2・1・2図の5』

下5

下5

2・2①2図

下4

下3

図

上25

下8

下3

下4

誤

…はじめに資料は…

最少限度21．凶

　一訂能精　も考えら

　　　　ハ形質の変異は

形質の変質の…

Nibをanibe士emmin6ketSch翌egel

　　　I952一し月・
　　　一；大阪鐙』

R＝0．3277十〇．014851、

平均をとると，　1で3．2mm

大体分離しているoるものと思われる

　（G。W／（T．L）3

360，　480，　400

　G．W　　　＿50．1　（TL）3

　G・W＝4．o
　（T・L）3

ロ相当数

郷繭の底曳纈業と其鞭

丁．＆S。

　ケ
尾鰭基部
長サ（f㎡）

最終輪（Vmax）

聖
マダイのSaock
I　OO♪　200，　200

15）満4才）

　（Forska1）

をm群とし，両群

　（雌雄が逆）

50～100％

7月になってだけが
聾（体長・体重の図の卵数の単笹はrO万）

その混合等に

9月12日，第四綱大阪湾…

Fig3イ末ダイの体長組成の分解

（Fig3）

…範囲が拡いためか…

・∴30～40mmに及び…

・・多いが・＿体長が100mmに…，

正

・・はじめの二資料は…

最少限度25．1～

一可能性からも考えら

形質は

形質の変異の…

Nibeanibe　（JordanetT血ompson）
　雄　1952－i月
　　　大阪湾
　雌
R＝1』1035十〇、297L

r星で3．2mm

大体分離しているものと思われる

G．w／（T、L）3×【06

360　　380　　400
　，　＿》

　G．W　　　　×106＝0．1
（T．互、）3

　G。W　　　　×106ロ4。0
〈T・L）輩，

I　l月に相当数

支那東海黄海の底曳網漁業≧其資源

（Temminck　eセScむlgel）

　　　　ケ
尾鰭叉部’（Fork　length）

長サ（rm）

最終輪（mfax）

Il．3　　　　　　　　　。

マダイのStock
’100，　2QO，　300

15（満4才）

　　　の　（Forskal）

をm群とし塗堕＝L月d堕）の両群

50－60％

7月になって雌だけが

その混合に

9月12日第四網2＿零阪湾1・・

Fig三
（Fig4）
…範囲が広いためか…

30～40mmに及ぶ…
・・多いが，屡次体長が100mmに撃

3




